
 

 
 
 
 
 

孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 設立趣意書 
  
 
 人と人との関係性や「つながり」が希薄化する中、新型コロナウイルスの感染

拡大の影響が長期化することにより、社会に内在していた孤独・孤立の問題が顕

在化し、一層深刻な社会問題となっています。 
 
 我が国において、孤独・孤立対策を推進するためには、行政による政策的な対

処のみでは困難又はなじみづらい場合があり、孤独・孤立の問題を抱える当事者

への支援を行うNPOや社会福祉法人等（以下「NPO等」）が重要かつ必要不可欠

です。 
 
 一方で、孤独・孤立の問題に対してNPO等の支援機関単独では対応が困難な実

態があることから、国、地方公共団体、NPO等、多様な主体が幅広く参画し、人

と人とのつながりを実感できる地域づくりや社会全体の機運醸成を図りつつ、官

民一体で取組を推進することが必要です。 
 
 こうした認識のもと、私たちは、官・民・NPO等の取組の連携強化の観点か

ら、各種相談支援機関やNPO等の連携の基盤となる全国的なプラットフォームと

して、「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」を発足することとしまし

た。 
 
  皆様のご賛同・ご参画をお願い申し上げます。 
 

    令和４年２月２５日 
 

孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 
準備会合参加団体一同 
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